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要旨

[問題と目的]
コーチングは、「最近の調査ではその市場規模を年間で 20 億ドルと見積もっている。」

(Fillery-Travis & Lane, 2006)と言われるくらい、その市場規模を拡大している。

すでに海外では、その効果を検証するため研究が心理学の領域においてなされてきてい

るが、日本においてはほとんどなされていない現実がある。

本研究は、日本人によるコーチングが、日本人のクライアントにとって、目標達成、あ

るいは問題解決において効果的であることを実証するため、日本の中小企業に勤める従業

員を対象にコーチング介入をし、その有用性を検証することを目的とした。

[方法]
日本の中小企業に勤める男女 22 名を対象に、コーチングを実践し、目標達成や、能動

的コーピング、自尊感情、気分に与えるインパクトを検証した。

研究対象者 22 名を、第 1 グループ 11 名、第 2 グループ 11 名に分けて、コーチング介

入を実施した。（途中第 2 グループより 1 名ドロップアウト）

参加者一人あたり、週 1 回のコーチングを 5 回行い、初回 90 分、2 回目以降のコーチ

ングを 60 分行い、目標達成を「Goal Attainment Scale」、能動的コーピングを「Proactive 
Coping Inventory」、自尊感情を「組織内自尊心感情尺度」、さらに気分を「二次元気分尺

度」でそれぞれ測定した。

[結果・考察]
能動的コーピングでは、双方のグループにおいて有意差は認められなかったが、第 2 グ

ループの strategic planning に 10%水準で有意傾向がみられ、介入前後の変化量において、

第 1 グループと第 2 グループとの間に 5％水準で、有意に差があることが判明した。

さらに、第 1 グループのフォローアップ期間において、strategic planning に 5%水準

で、有意差が認められ、同グループのコーチング前後とフォローアップ期間にかけての変

化量でも、strategic planning に 10%水準で有意傾向が認められた。

組織内自尊感情尺度では、第 1 グループには介入前後には有意差が見られなかったが、

第 2 グループでは、コーチング前後において 5％水準で有意差が認められた。

二次元気分尺度における活性度、安定度共に、コーチング前後でその有意差または、有

意傾向が認められた。

以上のことから、日本の中小企業に勤める従業員に対する職場コーチングは、所属する

組織、またはグループによって、能動的に対処する力を形成するにあたり、部分的には有

用性である可能性があることと、同じく日本の中小企業に勤める従業員に対する職場コー

チングは、所属する組織、またはグループによって、自尊感情の向上に有用であることと、

同じく日本の中小企業に勤める従業員に対する職場コーチングは、気分の活性化、安定化

に有用であることと、即効性があることが確認された。

また、本研究は、日本の心理学の領域において、コーチングを研究するための最初の 1
歩を示すことができた。
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